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昨
年
暮
れ
の
改
選
に
お
い
て
、

わ
が
自
由
民
主
党
は
、
改
選
前

を
上
回
る
四
十
九
議
席
を
獲
得

し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

わ
が
党
へ
の
県
民
の
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
引

き
続
き
、
県
政
の
責
任
政
党
と

し
て
、
皆
様
の
負
託
に
応
え
る

べ
く
精
進
し
て
い
く
旨
を
お
誓

い
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
さ
て
、
わ
が
国
は
今
、
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
本
格
的
な

人
口
減
少
社
会
の
到
来
な
ど
、

内
外
と
も
に
様
々
な
課
題
を
抱

え
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
本
県
も
、
南
北
格
差

や
医
師
不
足
、
少
子
高
齢
社
会

へ
の
対
応
な
ど
、
内
憂
外
患
の

状
況
に
あ
り
、
危
機
的
な
状
況

に
あ
る
財
政
の
健
全
化
は
、
喫

緊
の
最
重
要
課
題
で
す
。�

　
そ
の
た
め
、
県
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
歳
入
・
歳
出
両
面
か
ら

の
改
革
に
加
え
、
本
年
度
か
ら

は
二
年
間
の
職
員
給
与
削
減
に

踏
み
切
っ
た
ほ
ど
で
す
。
私
ど

も
県
議
会
も
自
ら
報
酬
カ
ッ
ト

に
乗
り
出
す
ほ
ど
、
深
刻
な
事

態
に
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。�

　
し
か
し
、
県
政
の
目
指
す
と

こ
ろ
は
県
民
福
祉
の
向
上
で
す
。

わ
が
党
流
に
言
い
ま
す
と
、
老

若
男
女
が
夢
と
希
望
を
持
ち
、

互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、
安

心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
、
「
い
ば
ら
き
福
祉
の

郷
（
さ
と
）
」
の
実
現
で
す
。�

そ
の
た
め
、
わ
が
党
は
、
最
先

端
科
学
技
術
拠
点
の
形
成
や
創

造
的
企
業
の
育
成
、
商
工
業
、

農
林
水
産
業
の
振
興
な
ど
を
通

し
て
、
日
本
を
リ
ー
ド
す
る

「
産
業
大
県
づ
く
り
」
を
推
進

し
、
県
民
生
活
の
安
全
・
安
心

の
確
保
や
福
祉
・
医
療
の
充
実

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
昨
年
十
一
月
に
は
平

成
十
九
年
度
の
県
政
の
基
本
方

針
と
な
る
県
重
要
政
策
大
綱
を

取
り
ま
と
め
、
知
事
に
提
出
し

ま
し
た
。�

　
今
後
は
、
会
派
の
所
属
議
員

全
員
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
す
る

政
務
調
査
会
を
中
心
と
し
て
、

「
知
恵
」
「
人
」
「
資
源
」
「
交

流
」
「
条
件
整
備
」
の
五
つ
の

視
点
か
ら
、
地
方
分
権
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
や
、
大
綱
に
掲
げ
た
諸
施

策
の
推
進
に
精
い
っ
ぱ
い
努
め

る
と
と
も
に
、
政
調
会
活
動
の

活
性
化
を
通
し
て
、
議
会
の
大

き
な
役
割
で
あ
る
監
視
機
能
と

政
策
立
案
機
能
の
充
実
・
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
今
後
と
も
、
わ
が
党
に
対
し

ま
し
て
、
県
民
の
皆
様
方
の
温

か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。�

●
質
問
者�

Ａ
委
員（
自
民
）　
障
害
者
が
安

心
し
て
地
域
で
生
活
す
る
た
め
、

授
産
施
設
で
の
工
賃
の
確
保
を

ど
う
図
る
の
か
伺
う
。�

保
健
福
祉
部
長  

平
成
十
九
年

度
に
障
害
者
の
工
賃
を
倍
増
さ

せ
る
た
め
の
五
か
年
計
画
を
策

定
す
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
企

業
に
製
品
の
受
注
と
販
路
拡
大

の
た
め
の
商
談
会
の
開
催
な
ど

を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
施

設
の
経
営
改
善
支
援
の
た
め
、

研
修
会
の
開
催
や
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
派
遣
な
ど
に
取
り
組
む
。�

（
ほ
か
に
、
生
活
排
水
対
策
な

ど
も
質
問
）�■

　
■
　
■�

Ｂ
委
員（
民
主
）　
地
産
地
消
や

県
産
品
愛
用
の
考
え
方
を
工
業

製
品
に
も
拡
大
し
、
も
の
づ
く

り
県
と
し
て
の
本
県
の
地
位
を

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。�

知
事
　
工
業
製
品
も
県
産
品
で

あ
り
、
産
業
大
県
を
支
え
る
重

要
な
要
素
な
の
で
積
極
的
に
推

奨
に
努
め
た
い
。
各
種
広
報
媒

体
の
活
用
や
、
展
示
会
等
で
の

紹
介
の
ほ
か
、
県
の
施
設
で
も

展
示
を
実
施
し
た
い
。�

（
ほ
か
に
、
公
用
車
へ
の
低
公

害
車
の
導
入
計
画
、
太
陽
光
発

電
の
普
及
促
進
な
ど
も
質
問
）�

■
　
■
　
■�

Ｃ
委
員（
自
民
）  

子
ど
も
た
ち

の
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
の
事

業
と
し
て
、
従
来
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
加
え
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
推
進
事
業
が
始
ま
る

が
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
課
題

も
多
い
の
で
は
な
い
か
。�

教
育
長  

市
町
村
に
対
し
て
適

切
に
助
言
す
る
な
ど
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
の
解
決
を
図
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
国
に
対
し
て

両
事
業
の
一
本
化
を
強
く
要
望

し
て
い
く
。�

（
ほ
か
に
、
小
児
医
療
へ
の
対

応
、
環
境
保
全
対
策
な
ど
も
質

問
）�

■
　
■
　
■�

Ｄ
委
員（
自
民
）　
県
立
病
院
改

革
期
間
は
残
り
三
年
だ
が
、
改

革
初
年
度
の
収
支
状
況
と
評
価
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。�

病
院
局
長
　
収
入
は
昨
年
同
様

で
、
経
費
削
減
に
よ
り
純
損
失

は
昨
年
を
下
回
る
見
込
み
で
あ

り
、
さ
ら
に
改
革
を
進
め
る
。

中
央
・
友
部
両
病
院
の
あ
り
方

検
討
会
で
、
担
う
べ
き
政
策
医

療
や
診
療
機
能
、
精
神
科
救
急

医
療
等
の
議
論
を
し
て
お
り
、

目
標
の
具
体
化
、
患
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
取
り
組
む
。�

（
ほ
か
に
、
緩
和
ケ
ア
、
高
校

に
お
け
る
道
徳
な
ど
も
質
問
）�

■
　
■
　
■�

Ｅ
委
員（
自
民
）　
日
銀
の
金
利

引
き
上
げ
は
、
県
の
中
小
企
業

向
け
制
度
融
資
の
金
利
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
。�

商
工
労
働
部
長  

県
の
制
度
融

資
の
貸
出
利
率
は
、
県
内
金
融

機
関
の
長
期
貸
出
資
金
の
平
均

利
率
な
ど
を
勘
案
し
て
設
定
し

て
い
る
。
今
後
の
市
場
金
利
や

中
小
企
業
の
資
金
調
達
動
向
を

見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

現
時
点
で
は
貸
出
利
率
を
引
き

上
げ
る
予
定
は
な
い
。�

（
ほ
か
に
、
県
債
残
高
削
減
へ

の
取
り
組
み
や
給
食
費
未
納
問

題
な
ど
も
質
問
）�

■
　
■
　
■�

Ｆ
委
員（
自
民
）  

国
道
二
四
五

号
日
立
港
拡
幅
事
業
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
う
。�

土
木
部
長  

新
茂
宮
橋
の
二
車

線
分
に
つ
い
て
は
、
三
月
二
十

九
日
に
供
用
開
始
す
る
予
定
で

あ
り
、
残
り
の
二
車
線
分
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら

着
工
し
た
い
。
全
区
間
の
四
車

線
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

年
代
前
半
に
供
用
開
始
で
き
る

よ
う
努
め
る
。�

（
ほ
か
に
、
食
品
営
業
施
設
の

監
視
指
導
、
ハ
サ
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
普
及
推
進
な
ど
も
質
問
）�

■
　
■
　
■�

Ｇ
委
員（
自
民
）　
つ
く
ば
市
開

催
の
働
き
か
け
を
提
案
し
、
今

年
開
催
さ
れ
た
第
四
回
全
日
本

大
学
女
子
選
抜
駅
伝
の
評
価
と

感
想
は
。
ま
た
今
後
の
定
着
の

た
め
、
県
内
大
学
や
優
秀
選
手

の
出
場
に
向
け
た
養
成
は
。�

知
事
　
委
員
が
本
県
開
催
の
生

み
の
親
で
あ
り
つ
く
ば
の
Ｐ
Ｒ

や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
役
立
っ
た
。

主
催
者
会
長
に
成
功
し
た
と
の

言
葉
も
頂
い
た
。
県
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
本
計
画
に
よ
り
選
手
や

指
導
者
の
強
化
育
成
に
努
め
る
。�

（
ほ
か
に
、
霞
ヶ
浦
浄
化
、
教

員
研
修
の
充
実
な
ど
も
質
問
）�

■
　
■
　
■�

Ｈ
委
員（
共
産
）　
茨
城
中
央
工

業
団
地
に
場
外
車
券
場
の
建
設

計
画
が
あ
る
が
、
県
の
工
業
団

地
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
場
は
認
め
な

い
と
い
う
基
本
方
針
を
示
す
べ

き
だ
が
所
見
を
伺
う
。�

知
事
　
雇
用
の
創
出
や
地
域
振

興
、
税
収
増
な
ど
に
効
果
が
見

込
ま
れ
、
地
元
が
積
極
的
に
導

入
を
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う

場
合
に
は
、
県
と
し
て
立
地
を

承
認
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。�

（
ほ
か
に
、
霞
ヶ
浦
導
水
事
業

の
中
止
、
特
別
支
援
教
育
の
体

制
づ
く
り
な
ど
も
質
問
）�

■
　
■
　
■�

Ｉ
委
員（
公
明
）　
日
立
市
が
河

原
子
海
岸
に
整
備
中
の
臨
海
公

園
や
新
た
な
交
付
金
を
活
用
し
、

サ
ー
フ
ィ
ン
を
活
か
し
た
サ
ー

フ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
は
。�

企
画
部
長
　
サ
ー
フ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
は
若
者
の
誘
客
促
進

に
有
意
義
で
あ
る
の
で
、
日
立

市
の
意
向
等
も
踏
ま
え
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
交
付
金
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
局
と

検
討
し
十
分
調
査
し
て
い
く
。�

（
ほ
か
に
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ

ッ
ト
の
考
え
方
に
も
と
づ
く
県

民
運
動
な
ど
も
質
問
）�

■
　
■
　
■�

Ｊ
委
員（
自
民
）　
教
育
の
基
本

は
、
自
他
に
対
す
る
愛
、
慈
し

む
心
で
あ
る
。
教
師
は
、
そ
れ

を
具
体
的
な
形
に
し
て
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
指
導
に

当
た
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

道
徳
教
育
の
人
づ
く
り
の
目
標

像
と
は
何
か
。�

教
育
長
　
道
徳
教
育
の
目
指
す

生
徒
像
は
、
人
に
感
謝
を
言
え

る
人
間
、
他
人
の
話
に
耳
を
傾

け
自
分
の
考
え
を
表
現
で
き
る

人
間
、
目
標
を
夢
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
け
る
人
間
と
考
え
る
。�

（
ほ
か
に
、
夢
の
あ
る
県
政
運

営
と
財
政
再
建
も
質
問
）�

障
害
者
の
工
賃
確
保
、も
の
づ
く
り
県
と
し
て
の
ア
ピ
ー
ル
、

子
ど
も
た
ち
の
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
な
ど
質
疑
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